











































これは複数のVoxelによる多変量解析ということで, Multi Voxel Pattern Analysis略して
MVPAと呼んでいますが, 脳画像というのは画像のパタ ンーがあるということで, 例えば線分の傾






のVoxelの反応を示していますが, 双曲線状の刺激を出したときにVoxel 1は強い反応を示して, 放
射線状の刺激の場合は弱い。Voxel 2は逆の反応をすると, こういうふうに明確に分けられるよう


























































































































































































次結合, つまり線形和ですね, これに何倍かして, これに何倍かしてという線形和をつくっている。
（繁桝）　そうですね, その重みづけ線形和を領野ごとに単純にやる場合もあるし, その領野ごと
のVoxelをさらにサンプリングする場合もあるということです。（今回説明した例は線形ですが, 必
ずしも線形である必要はなく非線形の判別でもかまいません。）
（質問者）　学習という言葉が何回か出てきましたが, これは重みの部分を学習しているという意
味でしょうか。
（繁桝）　はい, そうです。
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